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研究要旨 

用途の異なる複数の建築物において、ATP 測定法により人が手でよく触れ

ること等で汚染される箇所を明らかにし、清掃時に留意すべき高頻度接触面に

ついて知見を得ることを目的とし、実測計画を作成した。また、間接接触感染

とその対策に関する論文・報告をレビューした。SARS-CoV-2 は、汚染された

表面への接触を介して感染する可能性がある。しかしながら、SARS-CoV-2 の

感染拡大は感染性を保ったウイルスを含む飛沫およびエアロゾル粒子への曝

露により生じており、環境表面を介した間接接触感染は SARS-CoV-2 の主な伝

播経路ではなく、そのリスクは低いと考えられている。SARS-CoV-2 の間接接

触感染リスクは、マスクの適切な着用、手指衛生の徹底、日常的な清掃を行う

ことで低減できると考えられる。 

Ａ．研究目的 

本分担研究では、ビルメンテナンス協会の協

力を得て、用途の異なる複数の建築物において、

ATP測定法により人が手でよく触れること等

で汚染される箇所を明らかにし、清掃時に留意

すべき高頻度接触面について知見を得ること

を目的とし、実測計画を作成した。可能であれ

ば清掃前後のATP値を比較し、清掃が効果的

に行えていない面があれば、清掃マニュアルや

注意喚起のフライヤーに反映し、清掃効果を改

善することを図る。また、間接接触感染とその

対策に関する論文・報告をレビューした。本報

告書では、間接接触感染とその対策に関する論

文・報告のレビューおよび建築内部の環境表面

に関する実測計画について述べる。 

Ｂ．研究方法 

B.1. SARS-CoV-2 の接触感染対策に関する論

文・報告のレビュー 

医中誌 Web、CiNii Articles、Scopus、Google 

Scholar のデータベースを用いて SARS-CoV-2、

COVID-19、等の検索語で文献検索を行い、1次

スクリーニングとしてタイトルおよびアブス

トラクトから判断し、本研究と無関係な文献を

除外した。次に、独自の実験や実測、調査やシ

ミュレーションを行っている原著論文および

システマティックレビュー以外の文献を除外

した。スクリーニングを行った後、それぞれの

研究内容を記録し、項目ごとにレビューをまと

めた。 

B.2. 建築内部の環境表面汚染度の調査計画

対象とする施設の種類 

公益社団法人全国ビルメンテナンス協会, 

ビルメンテナンス情報年鑑による施設分類に

基づき「官公庁、自治体庁舎」、「事務所、オフ
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ィスビル」、「学校、大学、教育施設」を調査対

象とする。 

 

測定方法 

ATP 測定法により環境表面の汚染度を評価

する。なお、本研究では、手指による接触のマ

ーカーとして ATP 値を用いている。スワブ拭き

取りの方法について、原則として、10 cm角の

対象面を縦・横方向に指定のスワブで拭き取る。

測定対象面が 10 cm 角よりも小さい場合には、

拭き取り面積が異なる場合にも測定結果を比

較できるように、対象面の寸法を記録する。ま

た、測定対象面の写真を撮影する。調査対象建

物において可能であれば、清掃の前後で対象面

のスワブ拭き取りを行うことで、清掃による物

理的な汚染除去の清掃効果を評価する。一つの

建物に対して、2回（2日）以上の調査を行う。 

 

測定対象面 

測定対象面として、ドアボタン・ノブ・ハン

ドル、エレベータのボタン、手すり、照明スイ

ッチ、蛇口、トイレ、洗面台、サービスカウン

ター、共有スペースの机、等の一般に頻回に手

指によって接触されると考えられる面、現場調

査によって手指でよく触れられると思われる

表面、不特定多数の人が触れる可能性のある表

面を選定する。 

 

調査対象建物の清掃方法の調査について 

清掃方法に関するマニュアル等が整備され

ており、清掃事業者から提供してもらえる場合

には、マニュアル等により対象面の清掃方法を

確認する。マニュアル等がない、もしくは清掃

事業者からの提供が難しい場合には、対象面の

清掃方法に関するヒヤリングやアンケートに

よる調査が必要となる。 

 

Ｃ．研究結果 

C.1. SARS-CoV-2 の接触感染対策に関する論

文・報告のレビュー 

接触感染は、病原体が感染者から直接伝播す

ることで発生する直接接触感染と、汚染された

物品や環境表面を介して発生する間接接触感

染に分けられる。清掃では直接接触経路を遮断

することはできない。以下に間接接触感染とそ

の対策に関する論文・報告について述べる。 

 

環境表面での生存期間 

環境表面における SARS-CoV-2 の生存期間に

ついては多くの報告がある 1-6）。典型的な室内

環境条件下では、一般的なステンレス、プラス

チック、ガラスなどの非多孔質な表面では、72

時間以内に SARS-CoV-2 やその他のコロナウイ

ルスの感染力が 99％減少する 1-6）。これら平滑

な表面では数日から数週間にわたって生存ウ

イルスが検出される一方で、多孔質な表面では

数分から数時間以内に感染性を保ったウイル

スが検出されなくなる。多孔質面では孔内の毛

細管現象により液滴の蒸発速度が速く、

SARS-CoV-2 の不活性化が平滑面と比べ早まる

ためであると考えられる 7）。しかし、これらの

実験では、初期ウイルス量や換気、室内環境条

件について、必ずしも実際の条件が反映されて

いない。また、感染リスクを評価する際には表

面から手、手から口、鼻、目へのウイルスの転

写率も考慮する必要がある 8, 9）。 

 

手指衛生および清掃、消毒・除菌の方法と効果 

間接接触感染は被感染者自身の手指を介し

て生じるため、その経路を効果的に遮断するた

めに適切なタイミングの手指衛生は重要な予

防策である。手洗いの方法については、水と石

けんを用いて手洗いをする場合には 15～30 秒

程度かけて行うことで、短い時間で行うよりも
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多くの病原体が手から取り除けるという報告

がある 10-12）。手洗い設備がない状況でも実施

できるアルコール消毒剤による手指衛生も有

効である。手指衛生を実施すべきタイミングと

して、米国疾病予防管理センターは顔を触る前、

食事や調理の前、トイレの後、公共の場を離れ

た後、鼻をかんだ後、咳をした後、くしゃみを

した後、マスクを扱った後、病人の世話をした

後、おむつ交換の後、動物やペットに触れた後

を挙げている 13）。 

清掃により、表面に付着した汚染質の量を低

減できるが、その効果は清掃手順、方法、使用

する洗浄剤の種類等によって異なる。他の微生

物を対象として清掃の効果を評価した研究か

ら、90～99.9%の低減が可能であると考えられ

ている 14, 15）。SARS-CoV-2を物理的に除去する

ことに加え、洗剤に含まれる界面活性剤によっ

てエンベロープ型ウイルスの膜を破壊し、失活

化させる可能性がある。独立行政法人製品評価

技術基盤機構（NITE）は新型コロナウイルスに

対する消毒方法の有効性評価をとりまとめ 16）、

新型コロナウイルスに有効な界面活性剤が含

まれている製品リストを公表している 17）。 

表面に付着した SARS-CoV-2 の消毒・除菌方

法については、厚生労働省・経済産業省・消費

者庁による特設ページが設けられており、水お

よび石けんによる洗浄、熱水、アルコール消毒

液の他、NITE による上述の評価で有効性が確

認された塩素系漂白剤、界面活性剤等が推奨さ

れている 18）。安全性や有効性を保つため、洗

剤や消毒剤はメーカー等のガイダンスに従っ

て安全に使用しなければならない。 

 

接触感染対策 

表面消毒は、感染者が家庭内にいる場合に家

庭内での感染拡大を防ぐために有効であるこ

とが示されている 23）。しかし、SARS-CoV-2 の

間接接触感のリスクは、公共空間や地域社会で

は直接接触や飛沫感染、空気感染によるリスク

に比べて低いとされており 8, 9）、屋内・屋外を

問わず、感染者や感染疑いのある者がいるか定

かではない一般の環境で消毒剤を日常的に使

用し、環境表面からの SARS-CoV-2 感染を防ぐ

ためのエビデンスはほとんどない。多くの欧州

諸国と米国が第 1 波を経験した 2020年 3 月か

ら４月のデータを対象にして行われた非薬理

学的介入を比較した研究により、建物や設備の

共有部の清掃と消毒は最も効果が低いと分類

されている 24）が、これは一般の環境では間接

接触感染があまり起きないためであると考え

られる。 

 

Ｄ．考察 

室内で COVID-19 の感染が疑われたり確認さ

れたりしていない状況では、日常的な清掃を 1

日 1回以上行い、手でよく触れられる表面（高

頻度接触面）を有効な洗剤を用いて清掃するこ

とで、比較的低い間接接触感染リスクをさらに

低減できると考えられる。過去 24 時間以内に

屋内で COVID-19 感染疑い例または確定例が発

生した場合には、環境表面に感染性を有するウ

イルスが存在する可能性があるため、高頻度接

触面を消毒する必要がある 25）。環境表面での

ウイルスの生存期間を考慮すると、72 時間後

にはあらゆる表面からの間接接触感染リスク

は軽微になると考えられる。 

 

Ｅ．結論 

SARS-CoV-2 は、汚染された表面への接触を

介して感染する可能性がある。しかしながら、

SARS-CoV-2 の感染拡大は感染性を保ったウイ

ルスを含む飛沫およびエアロゾル粒子への曝

露により生じており、環境表面を介した間接接

触感染は SARS-CoV-2 の主な伝播経路ではなく、

-32-



そのリスクは低いと考えられている。

SARS-CoV-2 の間接接触感染リスクは、マスク

の適切な着用、手指衛生の徹底、日常的な清掃

を行うことで低減できる。 
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